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Ａ．研究目的 
 
がん登録データの有効利用のために、まず臓
器がん登録のモデルケースとしての乳がん登
録の実績と悉皆性を解析する。 
 
Ｂ．研究方法 
 
1975 年より開始された乳がん登録は現在、
NCDとリンクしているため、NCD登録デー
タと全国がんの推計値や 2016 年より開始さ
れた全国がん登録のデータと比較解析する。 
 
 
（倫理面への配慮） 
 
Ｃ．研究結果             
 
本邦の乳がん罹患数のうち乳がん登録デ
ータベースに登録された症例数の割合（カ
バー率）は、全国推計値と比較すると、2011
年では 56%であったが，NCDとのリンク
により増加し、2012年 82%、2013年 83%、
2014年 85%となっている。2016年の全国
がん登録では、公開されている 2016年の
上皮内がんを除く女性の乳がん症例の登
録数は，94,848例であり、対応する NCD
乳がん登録は、79,731例 84%であった。 
 
Ｄ．考察  
             
80%を超える高いカバー率の要因としては
乳がん登録を専門医あるいは認定施設の要
件としていることが挙げられる。15%程度
の非登録症例の原因については、近年の登
録施設数がほとんど一定であり、正会員の

約 80% が外科医であることから、外科専門
医と関連の薄いたとえば本学会非会員の腫
瘍内科医が担当する非手術症例群の可能性
が推測される。 
 
Ｅ．結論 
 
乳癌学会における NCD を利用した乳がん登
録のカバー率は 80%以上であるが、更なる悉
皆性向上が重要である。 
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